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＜連絡事項＞

· 7/10（火）、7/11（水）の法人研修開始時間が18:00から17:30に変更となる

· 本日16:00から青陽館で食事のシミュレーションを行う。(留守番ｽﾀｯﾌ：木村、中居、服部)

· 本日15:30から食事改善検討委員会があり山田栄養士が出席する。
＜外来情報＞

･ 繁名　和恵様～「デイケアが楽しくなってきた。」と話す。幻聴や妄想に対しては本人なりに出来て

いるとの事。

· 秋山　和子様～血液検査の結果、極度の貧血があり胃カメラの検査を主治医より勧められる。本人

かかりつけの岸原病院へ紹介状作成し明日受診予定。

· 清川　厚子様～上顎部の口内炎の為、全粥・副食ｷｻﾞﾐに変更となる。口腔内の保清の為、主治医よ　　　　

り「デンタルリンスガム」の購入を勧められ、了解している。

· 横山　耕生様～昨日は動悸・息苦しさがありデイケアを休んだが眠れるようになったと笑顔で話す。

　　　　　　　　　主治医より髭を剃っていないことを指摘されると「面倒で。完璧にはできなくて。」と答える。

· 金田　正一様～新患、71歳（病名）アルコール依存症。主治医より入院を勧めるが、拒否的な為、　　

シアナマイド処方される。血液検査を施行し結果次第で入院を検討予定。

· 植村允次郎様～同じアパートの住人（老女）が自分の悪口を言うと訴える。主治医より短期

　　　　　　　　　入院という方法もあると助言を受けるが「一生入院と言う感じがする。」と話す。

· 袴田　降裕様～青陽館が通所可能になり次第、デイケア利用希望（週3回）主治医了解される。

· 柳町　信之様～両足の湿疹と左上肢の紅潮・熱感の件で、昨日受診予定だったが来院せず。本日も

来院しない為、他病院の皮膚科受診を勧めている。　

＜利用者様情報＞

· 本田　英之様～本日からデイケア正式利用となる。週4回利用（月曜日は受診の為、休み）

　　　　　　　　　歯科に通院している火曜日も、当面は欠席予定。

　　※主治医からの指示⇒本人は将来、就労を希望している。集団の中で現実検討の場を与える事。

· 袴田　淑子様～本日の外来受診時、同行スタッフに声かけせず、旧デイケア室で臥床していたとの

こと。デイナイトケアでは定期的な休憩を取りながら、ホール内を歩いていることが多く「黙っていても自然に歩いてしまう。」と話される。

※今後の対応⇒デイナイトケアに慣れていない事もある為、様子観察し、常に所在確認していく。

· 小野寺文明様～書類一式が揃っており、本人へ連絡している。明日より正式利用開始となる。

· 種本　サハ様～本日の昼食中、床に伏すようにしている。「昼食の鶏肉が詰まって入らなくなって。

休むといいから。」といい、しばらくすると食事を再開している。このような事は時々あるという為、ゆっくり食事するよう促す。又、今後は食事状況も観察していく。

· 北嶋　剛様　～デイケア利用を止め、新井田川沿いに開所された施設の利用も考えていると電話連

絡がある。主治医・ご家族とよく検討するよう促す。

· 大久保律子様～不調の訴えがあるが、ﾊﾞｲﾀﾙ異常なし。新棟移動への不安気な発言が聞かれている。

＜プログラム検討＞

· 担当スタッフで、各自の作成したプログラムの評価が、以前検討した個人面談表の項目に反映されているかを確認する。（本日中）

＜環境整備＞

· 新棟1階の階段下倉庫に活動室のプログラム用物品を移動・整理する。又、3階倉庫にも収納する。

＜勉強会～デイケア・デイナイトケア・ナイトケアとは？＞

· グループワークとは？

～医療機関・社会復帰施設・保険機関でクライエント（精神疾患や精神保健問題を持つ人）を対象に行われている集団活動。

～スタッフがメンバーと共にレクリエーション・スポーツ・芸術・調理・外出・各種イベントなどにおける準備・実行・事後の話し合いまでを含めた一連の集団過程。

· 作業所やデイケアではグループワークで何を目指しているのか？

～①集団としての成功が目的であり、メンバーはそのために機能すべきである。

　②集団としての成功によって、メンバーが成長できる。

　③メンバーの成長が目的であり、そのために集団を活用する。

· 集団精神療法とは？

～①精神療法（心理療法）の一種で複数のクライエントメンバーと一人以上のセラピストが集団を

形成して行う。

　②集団の対話と言う方法をとる。

　③集団のメンバー間の心の動き（集団力動）を活用する。

　④グループセラピストは集団の相互生理的作用を活用しうるよう訓練を受けている。

　⑤効果的となるように集団は編成される。（グループサイズ・問題や疾患・自我レベル・治療目的）

～集団力動とは？

· 集団に生じる心の動き・心理的相互作用

· 話題の背後にある（無意識）の集団の心の動き、心のありかた

· 個人精神療法ではクライエントの葛藤の出方（転移）は二者関係だが、集団では多様な形となる。

· よく見られる集団力動として理論化されている力動概念もある。
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